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英 語 国 際 学 部 英語国際学科
学研都市キャンパス 〒573-0195 大阪府枚方市穂谷1丁目10-1

英語キャリア学部
外 国 語 学 部
短 期 大 学 部

英語キャリア学科・英語キャリア学科小学校教員コース
英米語学科・スペイン語学科
英米語学科

中 宮 キ ャ ン パ ス 〒573-1001 大阪府枚方市中宮東之町16-1

※2018年4月、「英語国際学部」は、御殿山キャンパス・グローバルタウンに移転

中宮キャンパスに近接したキャンパスです。両キャンパスの一体運用で、国際交流の一

大拠点が生まれます。約700人が入居する「Global Commons 結━YUI━」も建設。

外国人留学生と関西外大の学生が「学・食・住」を共にする多文化共生型の生活空間

となります。英語国際学部が移転するほか、全学部・学科の授業が行われる予定です。

｢御殿山キャンパス・グローバルタウン｣誕生

文
理
融
合
型
大
学
院
で

学
ぶ
と
い
う
こ
と

思
修
館
は
文
理
融
合
型
の

大
学
院
で
す
が
、
進
級
の
た
め

に
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ

な
す
必
要
が
あ
り
、
特
に
実

験
室
で
研
究
を
行
う
理
系
の

学
生
に
と
っ
て
は
時
間
管
理

が
と
て
も
重
要
で
し
た
。
微

生
物
学
を
専
攻
し
、
酵
母
の

自
然
界
で
の
生
き
様
を
解
明

す
る
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
て

い
た
た
め
、
思
修
館
で
の
講

義
の
合
間
に
も
、
定
期
的
に

実
験
室
で
作
業
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
同
期
の
中

に
は
、
動
物
を
実
験
対
象
に

し
て
い
た
仲
間
も
お
り
、
餌

や
り
等
で
毎
日
欠
か
さ
ず
決

ま
っ
た
時
間
に
研
究
室
に
行

く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
も
っ

と
苦
労
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。5

年
間
を
振
り
返
る
と
、

精
神
的
・
体
力
的
に
厳
し
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
学
部
一
回
生
か
ら
指
導

し
て
い
た
だ
い
て
い
た
先
生

に
、
思
修
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

履
修
し
た
こ
と
で
大
き
く
成

長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

海
外
武
者
修
行
で

F
A
O
へ

自
分
を
一
番
大
き
く
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
４
年
次

の
「
海
外
武
者
修
行
」。
念
願

だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
国
際
連

合
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）

で
一
年
間
、
長
期
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
基
盤
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

F
A
O
は
世
界
の
食
糧
生

産
と
分
配
の
改
善
及
び
人
々

の
生
活
水
準
の
向
上
を
通
し

て
飢
餓
撲
滅
の
達
成
を
目
的

と
す
る
国
際
機
関
で
あ
り
、

科
学
的
な
知
見
に
基
づ
く
情

報
・
デ
ー
タ
を
豊
富
に
蓄
積

し
て
い
ま
す
。
私
は
高
校
時

代
か
ら
生
き
物
に
興
味
が
あ

り
、
学
部
で
は
農
学
部
で
広

く
生
命
現
象
を
学
び
、
大
学

院
進
学
後
は
酵
母
を
材
料
に
、

菌
と
植
物
の
相
利
共
生
や
、

そ
こ
か
ら
植
物
に
良
い
影
響

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
菌

の
機
能
解
析
、
さ
ら
に
は
そ

れ
を
使
っ
た
食
料
増
産
の
可

能
性
へ
と
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
た
だ
一
方
で
、

研
究
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

成
果
を
社
会
や
世
界
の
た
め

に
役
立
て
た
い
と
い
う
思
い

も
強
く
、
自
分
の
学
ん
だ
科

学
（
微
生
物
学
、遺
伝
子
工
学
）

が
、
実
際
に
世
界
で
は
ど
う

使
わ
れ
る
か
を
こ
の
目
で
見

て
、
学
ぶ
こ
と
も
「
海
外
武

者
修
行
」
の
大
き
な
目
的
の

一
つ
で
し
た
。
F
A
O
で
は
、

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
安

全
性
評
価
に
関
わ
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
管
理
業
務
に
携
わ
り
、

科
学
的
な
知
見
に
基
づ
く
情

報
・
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

全
寮
制
で
熟
議
な
ど
を

思
修
館
は
５
年
一
貫
制
で
、

従
来
の
日
本
の
大
学
院
制
度

の
弱
点
を
補
い
な
が
ら
、
な
お

か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対

応
で
き
る
文
理
融
合
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

２
年
次
か
ら
３
年
次
へ
、
３

年
次
か
ら
４
年
次
へ
の
進
級

時
に
は
、厳
し
い
関
門（
Q
E
：

Qualifying Exam
ination

）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
や
、

海
外
武
者
修
行
だ
け
で
な
く
、

国
内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
な
ど
も
従
来
の
大
学
院

に
は
な
い
制
度
で
す
。

全
寮
制
も
大
き
な
特
徴
で
、

最
新
設
備
の
寮
は
、「
合
宿
型

研
修
施
設
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
教
育
機
能
も
担
っ
て
い

て
、「
熟
議
」（
産
学
連
携
特

別
セ
ミ
ナ
ー
：
日
本
の
官
界
、

財
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
行

わ
れ
る
）
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
や
、
寮
生
の
必
読
書

と
さ
れ
る
グ
レ
ー
ト
ブ
ッ
ク

ス
を
備
え
、
茶
室
も
兼
ね
た

畳
の
部
屋
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

居
室
は
大
学
院
生
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
完
全
個
室
で
す

が
、
外
出
か
ら
戻
る
と
、
共

通
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
は
誰
か

し
ら
い
て
、
そ
れ
が
精
神
的

な
支
え
に
な
る
と
と
も
に
、

そ
の
ま
ま
議
論
が
始
ま
る
こ

と
な
ど
も
あ
っ
て
、
自
分
を

成
長
さ
せ
る
絶
好
の
場
と
も

な
り
ま
し
た
。

学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
応

し
た
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
教
育

も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
研
究

指
導
教
員
、
教
育
指
導
教
員

に
加
え
て
メ
ン
タ
ー
が
付
く

の
は
非
常
に
良
い
制
度
で
、

そ
れ
ら
先
生
方
か
ら
経
験
に

基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
こ
な
す
上
で
大
変
役

に
立
ち
ま
し
た
。

英
語
と
教
養
教
育

英
語
力
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
T
O
E
F
L
の
対
策
授

業
も
あ
り
ま
す
が
、
思
修
館

で
受
け
る
授
業
の
４
～
５
割

は
英
語
に
よ
る
授
業
で
し
た

か
ら
、
英
語
に
慣
れ
る
の
も

早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
民
間
の
英
語
教

育
機
関
の
ネ
ッ
ト
授
業
を
１

年
次
か
ら
受
講
し
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
能
力

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
不
可

欠
な
教
養
の
獲
得
に
つ
い
て

は
、「
八
思
（
共
通
基
礎
科
目
）」

と
呼
ば
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
履
修
が
重
要
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
①
人
文
・
哲
学
，

②
経
済
・
経
営
，
③
法
律
・

政
治
，
④
語
学
，
⑤
理
工
，

⑥
医
薬
生
命
，
⑦
情
報
・
環

境
に
加
え
、
⑧
芸
術
の
8
分

野
で
、
自
分
の
専
門
分
野
を

除
く
7
分
野
か
ら
各
2
科
目

ず
つ
履
修
し
ま
す
。
馴
染
み

の
な
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
は

か
な
り
大
変
で
し
た
が
、
様
々

な
分
野
に
知
識
の
引
き
出
し

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
点
で

大
変
有
意
義
で
し
た
。
日
本

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
重
視

さ
れ
て
お
り
、
法
学
の
授
業

で
国
際
平
和
に
関
す
る
憲
法

第
９
条
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め

に
芸
術
の
科
目
と
し
て
、
茶

道
や
華
道
、
さ
ら
に
は
書
道

も
あ
り
ま
し
た
。
F
A
O
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
に

開
催
さ
れ
た
日
本
茶
を
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
貢
献
で
き
、

い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
に
は
日
本
の
芸
術

に
加
え
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ

な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

興
味
を
持
つ
外
国
人
も
多
く
、

有
名
な
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
く

ら
い
は
勉
強
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
な
と
少
し
後
悔
し
て

い
ま
す
（
笑
）。

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
P
B
R
も

１
年
次
で
の
２
週
間
に
亘

る
老
人
福
祉
施
設
で
の
国
内

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
２
年

次
に
は
、
海
外
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
、
J
I
C
A

の
海
外
短
期
派
遣
で
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
コ
ミ
ラ
と
い
う

都
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
農
村
開
発
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
ま
し

た
。５

年
次
の
P
B
R
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
・
リ
サ
ー

チ
）
で
は
、
４
年
次
で
の
武

者
修
行
経
験
を
活
か
す
べ
く
、

東
京
で
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
主
催
し
ま
し
た
。
国
際

機
関
を
含
め
た
各
セ
ク
タ
ー

か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
招
聘
、

会
場
手
配
、
さ
ら
に
資
金
調

達
に
至
る
ま
で
そ
の
多
く
を

一
人
で
こ
な
し
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
バ
イ
テ
ク
情
報

普
及
会
※
の
資
金
協
力
も
得

て
、
1
5
0
名
の
参
加
者
を

募
る
こ
と
が
で
き
、
思
修
館

で
の
集
大
成
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
と
世
界
の

未
来
の
た
め
に

思
修
館
を
一
言
で
い
う
と
、

「
博
士
号
を
持
っ
た
即
戦
力
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
場
」

で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
に
と
っ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
、

自
ら
の
専
門
性
を
も
っ
て
、

世
界
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
《
と

こ
ろ
か
ま
わ
ず
》
働
け
る
人

で
す
。

就
職
に
当
た
っ
て
は
、
国

際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
安

全
と
繁
栄
の
確
保
の
た
め
に

情
熱
と
使
命
感
を
持
っ
て
働

き
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら

外
務
省
に
任
期
付
職
員
と
し

て
入
省
し
ま
し
た
。
現
在
、

思
修
館
で
の
学
び
を
最
大
限

に
活
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
・
鉱
物
な
ど
の
資
源
を

日
本
に
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
の
外
交
を
行
う
部
署
で

日
々
の
業
務
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
、
外
務
省
を

含
め
た
国
内
省
庁
、
F
A
O

な
ど
の
国
際
機
関
に
活
躍
の

場
を
求
め
、
日
本
と
世
界
の

よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
る
た

め
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
英
名
：Council for Biotechnology 

Inform
ation Japan

（C
B

I Japan

） 

植
物
科
学
や
バ
イ
テ
ク
作
物
の
開
発
企 

業
で
構
成
す
る
国
際
組
織
「
ク
ロ
ッ
プ 

ラ
イ
フ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
本
部 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）」
傘
下
の
任
意
団
体
。

2
0
0
1
年
設
立
。持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
や
食
料
の
安
定
供
給
へ
の
貢
献

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス

で
透
明
性
あ
る
許
認
可
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
や
、
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
広
報
活
動
を
行
う
。

P r o f i l e

京都大学大学院農学研究科
応用生命科学専攻（博士）。
博士課程教育リーディングプ
ログラム「京都大学大学院思
修館」（修了）。京都大学大学
院農学研究科応用生命科学
専攻（修士）。京都大学農学
部応用生命科学科（学士）。
岐阜県立多治見北高等学校
出身。

外務省経済局
経済安全保障課
白石　晃將さん

2012年からスタートしたリーディング大学院（博士課程教育リーディングプログラム）。
この春、初年度に始まった２０のプログラムから一期生が巣立った。リーディング大学院の
中で唯一、当初から助成事業終了後も独立した教育組織としての運営を目指したのが京
都大学の「京都大学大学院思修館」（博士課程教育リーディングプログラム・オールラウン
ド型）。一期生は、変則的だが出身学部が直結する大学院の修了生となる。農学研究科に
在籍しながら、世界の食糧問題の解決を志して、今春、外務省職員となった白石晃將さん
に、グローバル人材について、そのための《修業》について語っていただきました。

目指せ！
博士号を持った
グローバル人材

京
都
大
学
大
学
院
思
修
館
５
年
一
貫
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て


